
 
 

 

フロントフォークにおいて、ブッシュホルダ端部の面取り加工及びピボットアームブッシュの表

面処理が不適切なため、ブッシュホルダとブッシュ間のグリースが流出すると、フロントピボット

アームとブッシュ側面の摺動抵抗が大きくなるものがある。そのため、そのままの状態で使用を続

けると、右側フロントピボットアームへ過大な応力が加わり折損し、最悪の場合、前輪ブレーキ操

作時にフロントブレーキケーブルが引っ張られ、前輪がロックして転倒や走行不能となるおそれが

ある。 

改善の内容 

全車両、フロントフォークを対策品に交換するとともに、フロントピボットアームを新品に交換

する。なお、改善措置用部品の供給に時間を要することから、当面の暫定措置として、全車両、フ

ロントピボットアームを点検し、作動不良が確認されたものについては、フロントピボットアーム

を新品に交換し、ピボットアームブッシュにグリースを塗布する。それ以外については、ピボット

アームブッシュにグリースを塗布する。 

改 善 箇 所 説 明 図 

識別：車台番号打刻部付近に緑色の識別ラベルを貼付する。 

基準不適合発生箇所 

注：      は交換部品を示す。 
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